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魅力ある学校づくり推進事業について 
 市教育委員会では、児童生徒の学力向上や体力向上、豊かな心を育む取り組み等を目的とする独自

の事業を計画する学校を対象に補助金を交付する「魅力ある学校づくり推進事業」を平成25年度から

スタートしています。今回は本事業を活用した各学校の取り組みや成果等を紹介します。 

児童の皆泳を達成するため、教師の指導
支援として水泳支援員を配置する。 

○中学年の児童がクロール、背泳ぎ、平泳 
  ぎ等の泳法がマスター出来た 
○教師の水泳指導力のアップに繋がった 
○水への恐怖心が効果的な指導により薄 
  らいだ 

60,000円（水泳指導講師料） 

豊かな心(博愛の心)の醸成。 
「人権と博愛を考える日」を設定し、アン
ケートを実施。課題共有と解決に取り組む。 

○互いの良さを認め合い・励まし合い・ 
  支え合う心の交流が図られ、異学年交 
  流が進んだ。他者の良さを発見するこ 
  とにより、自らの生き方の指針とする様 
  子がうかがえた 

383,600円（ツリー制作費） 

○文章を読む速度が速くなった 
○問題を最後まで解こうとする粘り強 
  さや集中力が身についてきた 

確かな学力の向上の取り組みの一環と
して「速読講座」を実施し、授業の工夫、
改善、充実に活かす。 

435,000円（速読講座受講一式） 

「確かな学力」の向上を図るには、日々の
授業の充実と家庭学習の習慣化が大切で
あり、学校と家庭の学びの往還による効果
的な学習活動が展開されるよう努める。 

○家庭学習の充実に繋がり、基礎学力の定 
  着が見られた 
○教師・保護者コメント欄を設けたことで学 
 校と保護者の連携した取り組みに繋がり 
  が見られた 

330,750円（ノート作成料） 



 

 

 

子ども達の計算力の向上と主体的に学習
に取り組む態度を育成し、基礎学力の向上
を図る。 

●計算能力の向上 
●苦手単元(計算苦手意識)の克服 
●集中力・情報処理能力の向上 
●主体的に学ぶ態度の育成 など 

129,300円（講師料・検定料） 

「朝日小学生新聞」を購読し、トライタイム等
を活用して「読む」「聞く」「視写する」活動
に取り組むことで、子ども達の「自ら学ぶ意
欲」を引き出し、「読み解く力」「書き表す
力」「言語活動」の向上を図る。 

●新聞を読む習慣をつけさせることで語彙 
  力が増え、言語活動の活性化に繋がる 

21,228円（朝日小学生新聞購読料） 

外部講師を招聘し、授業改善をテーマにし
た校内研修会(示範授業・教育講演会等)を
実施することにより、教師の指導力向上を
図る。 

●教職員の指導力向上による、児童ひとりひ 
  とりの「確かな学力の向上」 

363,560円（講師謝礼金・旅費） 

トレーニングへの挑戦をとおして、毎回多くの文
字に触れさせる事により視野拡大や読書速度の
高速化、単位時間内の知識蓄積量の増加が図ら
れ、学習に必要な集中力、理解能力、スポーツで
の瞬時の判断力を高め、生きる力の育成への一
助とする。 

●読書量アップ 
●処理能力･理解能力･集中力アップ 
●動体視力が上がりスポーツの習得につながる 

411,200円（基本使用料･検定料等） 

 今年度も各小中学校から、さまざまな事業計画の提案がありました。 
 そのなかから市教育委員会で精査・承認された事業計画を紹介します。 



 

 

  

各図書館からのおすすめを紹介します。 
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【平日】 
午前10時～午後７時 
(児童室は６時まで) 
【土曜日】 
午前10時～午後6時 
【日曜日】 
午前10時～午後5時 
【休館日】 
毎週月曜日、祝祭日 
【お問合せ】 
☎72-2235 

【平日】 
午前10時～午後6時 
【土曜日】 
午前10時～午後6時 
【日曜日】 
午前10時～午後5時 
【休館日】 
毎週月曜日、祝祭日 
【お問合せ】 
☎77-8813 

【平日】 
午前10時～午後6時 
【土曜日】 
午前10時～午後6時 
【日曜日】 
午前10時～午後5時 
【休館日】 
毎週火曜日、祝祭日 
【お問合せ】 
☎72-2317 

～死者から届いた
メール編～ 
アビーは、仲良しの友
達を家に呼んで、お泊
まり会を開く。 
真夜中に謎のメール
がアビーの携帯に届
くが、メールの送信者
はもうこの世にいな
いあの子からだった。 

兄が警察に捕まったこ
とをきっかけに麻也の
生活は一変する。バラ
バラの家族、親友との
亀裂、ミニバスケットへ
の想いに胸を引き裂か
れる麻也。 
傷つき、悩みながらも、
麻也が最後につかん
だものは・・・？ 

ぼくの家は、200年続
く老舗の和菓子屋。 
ある晩、ぼくと妹の前
に現れたのは妖怪!な
んで!?腰を抜かした２
人に妖怪が話したこと
は？ 
おっかないけど、ちょっ
とおせっかいの妖怪た
ちの望みは何？ 

「友 情」や「キ ズ ナ」
「笑顔」「はげまし」な
ど、青春満開の友情
ミニストーリーが全７
話！ 
心理ゲームや写真テ
ク、手作りアクセなど
も大充実だよ。 

妖怪、マジムン、幽霊
は君の住む近所にも
いた！？ 
ほんとうは怖いおき
なわの伝説を、迫力
のイラストと地図・写
真で紹介した決定版
です。 

自然豊かな沖縄に生
息するセミをたくさん
調べてみよう。 
本で紹介しているセミ
19種類の鳴き声をすべ
て収録。 
生態写真と鳴き声で知
る沖縄のセミです。 

この本は、生き物を知り
親しむための本で、一般
的に難しい専門用語を
省き、本文にはふりがな
をつけ、小学生でも読め
るようにしています。 
写真点数402点、沖縄の
磯でよく出会う生き物
を中心に260種類の生き
物を紹介！ 

最近元気のないおじい
さんが気になり、一緒
に暮らし始めた孫のブ
ルボン。 
ある日、森の中で長い
髪をした少女に出会
い、あることを思いつ
きました。はたしておじ
いさんは元気になって
くれるのでしょうか。 

アサガオが、種から
根を出し、芽をのば
して、成長する姿を
大きな写真で紹介。 
専門用語は写真で
表記し、小学１年生で
もひとりで読めるよ
うルビを振っていま
す。 

女の子はなぜスカーフ
をかぶるの？ 
どうして断食をする
の？ 
知っておきたい「イス
ラームの文化」が優し
く学べる入門絵本で
す。 

ぼくのおじいちゃんが死
んじゃった。いつも一緒
に遊んでいたコウちゃん
のおじいちゃんは、春が
来る前に亡くなってしま
いました。ところがおじ
いちゃんは「大事なコウ
ちゃんへ」と手紙を残し
ていました。長い長い手
紙に書かれていたこと
とは・・・。 

子犬のシャイローと
出会ったことをきっか
けに、少年マーティは
誰にも言えない秘密
を持つことに・・・。 
子犬を思う少年の気
持ちが痛いほど伝
わってくる珠玉の名
作。 



 

 

 伊良部小学校では、５月１３日（水）～１５日（金）の３日間、６年生の沖縄本島への修

学旅行があり、その帰りの那覇空港で宮國博教育長と偶然出会い、楽しかった修学

旅行の思い出を報告しました。 

 そのなかで、伊良皆れあ君からの「帰ったら修学旅行新聞を書くので見に来てく

ださい！」とのお願いに宮國教育は快諾し、そして、新聞の完成を聞いた宮國教育

長は早速６月８日（月）に伊良部小学校を訪問しました。 

 「教育長が本当に来てくれた～！！」とおどろきと喜びの６年生の子ども達は、

緊張しながらも自分たちの作った壁新聞を一生懸命説明すると、１つ１つの出来映

えの良さに宮國教育長はとても感心している様子でした。 

 

ニパニ☆スクール パ 
市内小中学校で児童・生徒が元気に取り組んでいる様々なユニークな活動

や取組を紹介するコーナーです。今回は伊良部小、下地小、池間小です。 

 池間小中学校の園児・児童は、9時30分～45分の休み時間を利用して、毎朝

「がんじゅうやらびタイム」に取り組んでいます。 

 この活動は、「子ども達の学習の集中力アップ・体力アップ」をねらいとして

おり、まず、最初の10分間で月ごとに決められた運動（ミニ持久走・ケンステッ

プ運動・大縄飛びなど）を行います。最初は上手くいかなかったけどだんだん

上手になったりする子、自分の目標に向かって頑張る子など反応は様々です

が、身体を動かすことを楽しみにしている子が多く、担当教師も子ども達が楽

しんで運動に取り組めるよう、工夫をしながら計画して取り組ませています。 

 次に、全員が８時までに早登校し、朝の活動に取り組めたかどうか、児童会

で早登校チェックを行います。そして、全員がそろった時には掲示板の「池間

島」の文字に花を咲かせることが出来ます。なかなか、毎日全員がそろうこと

は難しいですが、池間島の文字に満開の花が咲かせられるように、みんなで

協力して取り組んでいきたいと思います。 

 子ども達が今年度「がんじゅうやらびタイム」を通して、どこまで心と身体

がパワーアップできるか楽しみです。 

 ６月１５日、下地小学校４年１組は「美ぎ島 宮古(かぎすま みゃぁ

く)」と題して、2012年７月にラムサール条約に登録された与那覇湾

(通称サニツ浜)で校外授業を行いました。 

 これは「環境学習」の一環で、干潟に住む動植物を直に触れ、自

然や命の大切さを考える機会にする目的で行われ、31名の生徒と

担任、父兄数名で干潟に合わせて学校から移動し、現れた広大な干

潟におりて、水辺に住む動植物達を見たり、触ったりしながら、いつ

もとは違った授業に子ども達は歓声をあげていました。 

 子ども達からは「マングローブの近くでは、たくさんのカニやエ

ビ、小魚を見ることができ、友だちと協力してカニを捕まえたこと

が楽しかった。」「身近にいろんな種類の植物や動物がいることが

わかりました。」等の感想が寄せられ、また、担任した先生は「今回

の学習をとおして、普段触れることのない干潟に生息する動植物

を観察し、身近にある素晴らしい自然を肌で感じることが出来まし

た。」と感想を述べていました。 
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史
跡 
高
腰
城
跡 

  

「
グ
ス
ク
」
と
聞
く
と
、
首
里
城
や
中
城
城
な
ど
の
城
跡
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
宮
古
島
に
も
グ
ス
ク
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

日
本
で
室
町
時
代
に
あ
た
る
十
四
世
紀
頃
、
宮
古
島
で
は
各
地
に
「

按
司

あ

じ

」
と
よ
ば
れ
る
権
力
者
達
が
い
て
、
互
い
に
争
い
合
う
戦
乱
の
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
争
乱
の
世
を
生
き
た
「
高
腰
按

司
」
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

城
辺
比
嘉
の
北
方
に
あ
る
丘
陵
地
に
は
「
高
腰
城
跡
」
と
い
う
城
跡

が
残
っ
て
お
り
、
県
指
定
の
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
跡
は
、

か
つ
て
比
嘉
集
落
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
高
腰
按
司

た

か

う

す

あ

じ

の
グ
ス
ク
跡
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
腰
按
司
は
豪
勇

ご
う
ゆ
う

な
人
で
、
竹
の
筒
を
も
二
本
の
指
で
揉
み
つ
ぶ
す

と
い
っ
て
、
周
り
の
他
の
按
司
達
は
彼
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
宮
古
に
は
与
那
覇
原
と
呼
ば
れ
る
一
軍
が
い

て
、
何
度
も
高
腰
に
勝
負
を
挑
み
ま
し
た
が
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
ま
し
た
。 

 

高
腰
城
の
南
方
に
内
立
按
司

う

ち

だ

て

あ

じ

と
い
う
人
が
い
て
、
高
腰
按
司
と
盟
約

の
仲
に
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
彼
も
高
腰
の
力
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

与
那
覇
原
は
、
内
立
按
司
の
心
の
隙
を
つ
け
ね
ら
っ
て
、
言
葉
巧
み
に
彼
を
味

方
に
し
、
共
に
高
腰
城
を
攻
め
落
と
す
約
束
を
し
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
の
こ
と
、
内
立
按
司
は
宴
会
を
催
す
と
高
腰
按
司
を
招
き
、
ご
馳
走
や

お
酒
で
も
て
な
し
ま
し
た
。
余
興
な
ど
を
始
め
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
に
わ
か
に
胸
騒
ぎ
が
し
た
高
腰
按
司
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
と
席
を
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
時
、
早
馬
が
や
っ
て
来
て
、
高
腰
城
が
与
那
覇
原
に
攻
め
入
ら
れ
て
い

る
と
伝
え
ま
し
た
。 

 

高
腰
按
司
は
、
急
い
で
城
へ
戻
り
ま
し
た
が
、
高
腰
の
村
は
す
で
に
焼
き
は
ら

わ
れ
て
落
城
し
、
与
那
覇
原
に
よ
っ
て
亡
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

  

高
腰
按
司
が
最
期
に
倒
れ
た
場
所

は
「
高
腰
御
嶽
」
と
呼
ば
れ
、
地
域

の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
高
腰
城
跡
に
は
現
在
も
城

壁
の
一
部
や
根
石
部
分
が
残
っ
て
い

て
、
比
嘉
集
落
の
人
々
に
よ
っ
て
大

切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
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C I S 

 市総合博物館では、6月14日（日）に第2回子ども博物館講座
「しっくいシーサー作り」を実施しました。 

 博物館研修室で、「しっくい」と「シーサー」についての説明
の後、場所を変えて博物館の東側駐車場でシーサー作りを行
いました。 

 子ども達からは、「しっくいがくさいし、すぐ固まるから大変
だったけど、工夫して上手に作れたので楽しかった」「色をぬっ
たりパーツをくっつけたりするのが難しかったけど楽しかった」

などの感想が述べられていました。  

 市総合博物館では、６月23日（火）の慰霊の日にあわせ、戦争体験講話「忍びよる戦禍を憂
う」を開催しました。 

 講師に元小学校教諭の宮沢貞子氏を迎え、宮沢氏が小学校3年生の時に宮古島で体験し
た「十・十空襲」をはじめ、戦時中の宮古島の様子や疎開した友人の話、宮沢氏が聞き取りをし
た沖縄本島の様子などを話していただきました。 

 地上戦がなかった宮古島ですが、耳を疑いたくなるような残酷な状況があったこと、戦後
も過酷な人生を歩まれた方々がいることなど、戦争の悲惨さ、そして平和の尊さを学ぶこと
ができました。  

 ６月13日（土）、中央公民館大ホールにおいて沖縄考古学会総会・研究発表会が行われまし
た。本会が宮古島で開催されたのは初めてのことです。 

 当日は、120名を越える参加者があり、宮古の歴史への関心の高さがうかがい知れました。 

 研究発表では、下地和宏氏（宮古郷土史研究会会長）による「宮古における無土器期・グス
ク時代の課題」と題した基調講演のほか、５名の研究者による発表が行われ、総合討論では約

900年前に訪れたグスク時代という大きな文化的画期について意見交換が行われました。 

 宮古島市市制施行１０周年記念事業の一環で、「宝くじまちの音楽会」岩崎宏美ｗｉｔｈ宗次郎～心のふるさとを求め

て～（主催：宮古島市・宮古島市教育委員会・（一財）自治総合センター）が６月２８日（日）マティダ市民劇場で開催され

ました。 

 本公演は、「宝くじ」の売上金から助成を受け、特別料金にて実施している事業で、宝くじの社会貢献広報事業とし

て、地域の人々に上質な音楽、演劇及び文化に関する講演会等を提供し、明るいまちづくりなどコミュニティ活動の

充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するこ

とを目的に行われました。 

 歌手の岩﨑宏美さんが代表曲「ロマンス」で幕を開けると満席の会場から割れんば

かりの拍手がわき上がり、大ヒット曲の「万華鏡」の他、デビュー40周年を記念した「光

の軌跡」やカバーアルバムからさだまさしさんの「案山子」「いのちの理由」など、往

年の透き通るような伸びやかな歌声で観衆を魅了しました。 

 ゲストコーナーではオカリナ奏者の宗次郎さんがゲスト出演し、「故郷の原風

景」、「ふるさと」、「天空のオリオン」を披露した他、「すみれ色の涙」、「上を向いて

歩こう」を共演し、 そして地元合唱団との共演では、この日のために４月から練習

を積み重ねてきた、「みやこ少年少女合唱団」、「ブーゲンビリアコーラス」総勢１０

０名と「浜辺の歌」、「翼をください」を共演し、会場の観客や家族からも大きな拍

手が送られました。また、岩﨑宏美さんとのトークでも会場を盛り上げるなど、「宝

くじまちの音楽会」にふさわしいステージ内容でした。  



 

 

 

8/1(土)･2（日） 

8/2(日) 

8/8(土) 

8/9(日) 

8/16(日) 

8/22(土)･23(日) 

8/29(土) 

8/30(日) 

9/4(金)･5(土) 

9/6(日) 

9/19(土) 

9/20(日)･27(日) 

宮古体育大会関連 

レディースバドミントン大会 

宮古体育大会関連 

宮古体育大会バドミントン競技 

第15回宮古毎日新聞杯レディースバドミントン大会 

宮古体育大会ハンドボール競技 

第2回砂川節子杯ラージボール大会 

宮古体育大会卓球競技 

あさひっ子保育園運動会関連 

第38回総合シングルスバドミントン大会 

地区高体連 新人バドミントン大会 

小学生ドッジボール大会 

8/2(日)･9（日） 

8/15(土)･16(日) 

８/23(日) 

9/2(水)･5（土） 

9/9(水) 

9/30(水) 

宮古体育大会サッカー競技 

2015年 陸上教室 

10RUN実行委員会 

東保育所運動会関連 

高体連秋季陸上競技大会 

第23回老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会 

※ 施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい。 

市民スポーツ課 ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

 

 子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育研究所では、学校や家庭で悩みがある児童・生徒、その保

護者、または学校職員や教育関係者の相談・支援をいたします。 

 教 育 相 談 室      ７６ー２７４０    

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

【受 付】 月～金曜日（祝祭日除く）午前８時30分～午後4時30分 

【所在地】 下地字上地472ｰ39 下地庁舎内 

H２7.７.7 現在 ○第３回子ども博物館    ○納涼おばけまつり 

８月２日(日)/市総合博物館  ８月15日(土)/平良図書館 

○第12回博物館講座「宮古の盆」 

８月16日(日)/市総合博物館 

○劇団かなやらび「はしり星にのって」第３回公演 

８月30日(日)/マティダ市民劇場 

○おはなしたまてばこ・おはなし会 

平良図書館/毎週土曜日 

城辺図書館/第１日曜日(７月)、第２日曜日(８月) 

 第2回教育委員会定例会（5月28日）、第3回定例会（6月
22日）が市役所城辺庁舎で開催されました。 

 第2回定例会では、市立図書館協議会委員の委嘱、劇団
かなやらび補助金交付要綱について審議され、全会一致
で可決となりました。 

 図書館協議会委員については、宮古島市立図書館条例
に基づき、学識経験者等から10名の委員が委嘱されるこ
ととなり今後2年間図書館運営についてご協力頂くこと
となりました。 

 また、第3回定例会では、子ども・子育て支援制度の施
行により、幼稚園保育料の算出方法が見直されたことに
伴う私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改
正する告示について審議され、可決となりました。その
他一般会計補正予算（第3号）について説明がありました。 

   講 座 名  対 象 者      開 催 日 時 間    場所･お問合せ 

 おもてなしのパン料理講座 
親子 

(小学生高学年) 
 7月23日、8月20日  14:00～16:00  中央公民館/73-1123 

 親子パステル画講座 親子(小学生) 8月9日  14:00～16:00  中央公民館/73-1123 

 夏休み書道教室 小学生  7月25日～8月15日 9:30～12:00  久松公民館/72-7997 

 夏休み児童絵画教室 小学生  7月22日～26日 10:00～12:00  城辺公民館/77-4903 

 夏休み子ども書道教室      小学生 
 8月4･7･8･11･14･15･18･

25･29･30日 
 10:00～12:00  城辺公民館/77-4903 

 夏休み親子陶芸講座 親子(小学生) ７月25日･26日 10:00～12:00  上野公民館/76-2483 

 夏休み子ども絵画講座 
親子 

(小学生低学年) 
 7月28･29･30･31日・ 

8月1日 
 10:00～12:00  上野公民館/76-2483 

 親子陶芸講座 親子(小･中･高生) ８月８・９・３０日 9:30～11:30  下地公民館/76-6017 

 絵画教室   児童生徒 ８月１１日～15日  10:00～12:00  伊良部公民館/78-3558 

 ステンシル講座  親子(小学生) 
7月３０日 

8月２･６･９･１３日(全５回) 
 14:00～16:00  下崎公民館/73-0044 

 


